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観光業の発展に伴い、宿泊業界の需要が増加しており、同時に従業員の確保が難しくなってい
る中で、宿泊業界では、この制度を利用し、外国人材を受け入れることが急務となっている。
特に、深刻な人手不足が続いている中、宿泊業界は外国人労働者を受け入れることが、業務の
維持とサービス品質の向上にとって不可欠である。
これに対応するため、宿泊業界への外国人材の受け入れを推進し、効率的に人材を確保するた
めの施策が求められている。
特定技能制度は、2019年に施行され、宿泊業界を含む各業界において、外国人労働者を法的に
受け入れる枠組みが整えられた。
特に宿泊業界では、2024年4月から始まる5年間で、23,000人の特定技能外国人の受け入れを見
込んでおり、これは業界にとって大きな転換点となる。
しかし、この受け入れに向けた準備は進んでいるものの、外国人材に対する理解や魅力の発信
がまだ十分でなく、受け入れ態勢を整えるためのさらなる努力が求められている。

業務の背景

本事業の前提として、宿泊業界で働く外国人材の受け入れに向けた基盤整備が必要である。
特定技能外国人材を受け入れるには、まず業界内でその魅力や働く環境をPRし、外国人材に対
する理解を深める必要がある。
また、国内外で外国人材を確保するために、効果的なマッチングイベントや就職支援策が求め
られる。
宿泊業界の魅力を外国人材に伝えるため、積極的な広報活動やPRイベントを開催し、日本で働
くことの魅力を伝える必要がある。
このため、本事業では国内外の学生や求職者に向けて、日本の宿泊業で働くことの魅力をア
ピールすることが重要である。
このような前提のもと、外国人材の受け入れを進め、宿泊業界全体の外国人雇用を推進させる
ことを目的としている。

前提
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現在、宿泊業界では外国人材の受け入れが進みつつあるが、まだ十分に整った環境とは言えな
い。
宿泊業界での外国人労働者の受け入れに関しては、地域や企業の規模によってばらつきがあり、
受け入れ体制が整っていない事例も見受けられる。
また、宿泊業界における外国人材の雇用促進を目的とした具体的なPR活動やマッチングイベン
トは、まだ十分に行われていないのが現状である。
このため、外国人材が日本の宿泊業で働くことに対する魅力を十分に伝えきれていない状況に
ある。
さらに、外国人材を雇用する側としても、言語や文化の違いに対する理解が不足しており、外
国人労働者を受け入れる準備が整っていない場合が多く見受けられる。
宿泊業界の魅力を十分に理解してもらうためには、適切な情報提供と積極的なコミュニケー
ションが必要である。
現状では、外国人材を対象にしたマッチングイベントやPR活動があまり行われていないため、
より効果的なイベント開催が求められている。
また、外国人材の雇用に関するアンケートや調査を実施し、今後の施策に役立てる必要がある。

現状

宿泊業界における外国人材の受け入れ促進にはいくつかの課題がある。
まず、外国人材に対する認識や理解が不足している点が挙げられる。宿泊業界の魅力を効果的
に伝えるためには、外国人材に対する適切な情報提供やPR活動が不可欠である。特に、外国人
材が日本の宿泊業界で働くことのメリットや魅力を十分に理解してもらうことが重要である。
これにより、より多くの外国人材が日本の宿泊業界に関心を持ち、応募する意欲が高まる。
また、宿泊業界における外国人材の雇用促進には、効果的なマッチングイベントの開催が必要
である。現状では、オンラインや対面でのマッチングイベントが不足しており、外国人材と宿
泊業界をつなげる機会が限られている。
これらの課題を解決するためには、より積極的な情報発信やマッチング機会の創出が求められ
る。
外国人材の受け入れを進めることで、宿泊業界全体の発展につながるため、これらの課題に対
する対策を講じることが急務である。

課題
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集客・成果を最大化させるために、全旅連青年部主催の『宿フェス』内にて開催。

参照：https://yadofes.jp/
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日程 2月5日（水）・6日（木） 10時～17時

会場 ビッグサイト東7ホール「宿フェス」内
セミナー サブステージ 就職マッチング マッチングブース

内容

セミナー 10:00~11:30 宿泊業界ではたらく魅力について、在留資格など制度について

セミナー登壇者 全旅連青年部 労務人材担当 副部長
（一社）宿泊業技能試験センター 理事

全旅連青年部 労務人材委員会 委員長

菅原 真太郎

小川 尊也

就職マッチング 13:00~17:00

マッチング出展企業

• 星野リゾート

• 共立メンテナンス

• 大江戸温泉物語ホテルズ＆リゾーツ

• セラヴィリゾート泉郷

• 箱根リトリート före

• 箱根湯本温泉 ホテル河鹿荘

• プラザオーサカ

• 一の湯

• 皆美館

• 沖縄ホテル

• 下呂温泉 懐石宿 水鳳園

• HOTEL松本屋1725 

• 奥飛騨温泉郷 槍見の湯 槍見館

• 熱海 さくらや旅館

• リゾートヒルズ豊浜蒼空の風

• 吉野温泉元湯

• あわら温泉 グランディア芳泉

• 竜宮ホテル

参加費 無料
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社 名 株式会社ダイブ（東証グロース市場上場）

設 立 年 月 2002 年 3 月 29 日

本 社 住 所 〒160-022 東京都新宿区新宿２丁目８番１号 新宿セブンビル 10 階

資 本 金 代 1,000 万円

表 取 締 役 事 庄子 潔

事 業 概 要 人材派遣事業派 13-300547、有料職業紹介事業 13- ユ -302319、アウトソーシング事業（リ
ゾート施設）、登録支援機関 19 登 -000268、留学・ワーキングホリデーサポート事業、旅行
観光イノベーション事業・リゾートワーケーション事業、東京都知事登録旅行業第 2-7359 号、
( 一社 ) 全国旅行業協会正会員、N PO 法人外国人在留支援コンソーシアム正会員、全国旅館
ホテル生活衛生同業組合連合会協定商社

本業務に
関するアピー
ルポイント

• 約 4,600 施設の宿泊施設に対して人材サービス実績があり、特定技能の人材紹介・支援実
績も豊富にある。また、国内のみならず海外の法令にも精通している。

• 宿泊業界団体・外国人雇用関連団体・海外送り出し機関関連団体・日本語学校関連団体と、
本業務を推進するうえで非常に有効な幅広い業界団体とのリレーションを築くことができ
ている。

取得認証規格 JISQ15001：21001230（プライバシーマーク）

宿泊分野を対象とした人材ビジネスを 20 年以上展開する提案型企業
人材ビジネスにおける豊富な経験により、延べ34万人以上の登録者を獲得するサイト設計・集客
ノウハウを有し、年間9,320人の人材紹介実績がある。また、外国人紹介・支援においても、国
内のみならず海外からの人材紹介・支援の実績が豊富であり、関連法令にも精通したメンバーが
多数在籍している。宿泊業界における外国人雇用推進のため、外国人雇用関連のセミナーも積極
的に実施しており、登壇実績は国内外で150回を超えている。

株式会社ダイブとは

本事業の受諾会社である、
株式会社ダイブが保有する

外国人材リストへのメール送信

2,023件

ダイブ保有の
送り出し機関リストへのメール送信

1,950件



PR・マッチング事業（対面方式）

集客施策

- 9-

ダイブからのプレスリリース
PRTIMESを通じて

58媒体に掲載
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ダイブFacebookアカウント

からの情報発信

Facebook運用結果
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団 体 名 一般社団法人 宿泊業技能試験センター

住 所 〒102-0093 東京都千代田区平河町2-5-5 全国旅館会館4階

U R L https://caipt.or.jp/

設 立 2018年9月27日

理 事 長 西海 正博

事 業 内 容 宿泊業での在留資格「特定技能1号」「特定技能2号」取得のための評価試験「宿泊分野特定
技能1号・2号評価試験」の実施、技能実習法に基づく技能実習評価試験（初級・専門級）の
実施

担 当 者 名 菅原 真太郎 /  理事

宿泊業技能試験センターは、日本旅館協会、全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会（全旅連）、
日本ホテル協会、全日本ホテル連盟（JCHA）が共同で設立された。「特定技能」の対象業種と
なる14業種のうち、宿泊業の特定技能在留資格取得に必要な評価試験を実施する機関として、9
月27日付で法人登記された。

一般社団法人 宿泊業技能試験センターとは

一般社団法人
宿泊業技能試験センターより

過去の受験者に対してメール送信

12,168件
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団 体 名 公益社団法人東京都専修学校各種学校協会（東専各）

住 所 〒151-0053 東京都渋谷区代々木1-58-1 石山ビル6階

U R L https://tsk.or.jp/index.php

設 立 1961 年 11 月 16 日

会 長 多 忠貴

事 業 内 容 会員校・賛助会員向け事業（教職員対象各種研修会・セミナーの開催、イベントの開催、各種
調査・研究活動、協会関係情報の発信、ボランティア活動支援事業）、広報・振興事業（各種
広報誌・進学ガイドブック等の制作・発行、ホームページによる学校情報、協会活動の情報発
信、中学校・高等学校・企業団体等との情報連絡会）、行政との連携事業（文部科学省、厚生
労働省、東京都などの補助金事業・委託金事業等の実施、上記に係る各学校の申請取次事務、
東京都予算に対する要望活動）、海外交流事業

担 当 者 名 後藤 由利 / 事務局次長

公益社団法人東京都専修学校各種学校協会（東専各協会）は、都内の専修学校・各種学校を代表
する唯一の団体である。会員校の連携・協力のもと、専修学校・各種学校教育の充実および振興
に努めている。

公益社団法人東京都専修学校各種学校協会（東専各）とは

公益社団法人
東京都専修学校各種学校協会への

メール送信

316校

会 員 者 数 316校（2024年11月時点）
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団 体 名 一般社団法人外国人留学生高等教育協会（外留協）

住 所 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷４丁目５番15号ストークメイジュ203

U R L https://aheis.org/

設 立 2018 年10月

代 表 者 小林 光俊

事 業 内 容 外国人留学生の就職促進のための環境整備、留学生教育に関する行政機関・団体との連携、留
学生教育・キャリア支援、グローバル産業人材育成支援、在留外国人の教育・生活に関する環
境整備、文化交流

担 当 者 名 有我 明則 / 専務理事・事務局長

学校教育法に基づいて認可された専門学校、大学、大学院、専門職大学、専門職大学院、短期大
学、専門職短期大学、高等専門学校で行われる留学生教育および人材育成教育の充実・発展と、
外国人留学生の受け入れおよび就職促進のための環境整備を図ることを目的としている。

一般社団法人外国人留学生高等教育協会（外留協）とは

一般社団法人
外国人留学生高等教育協会会員校への

メール送信

202校

会 員 者 数 202 校（2022 年 8 月時点）
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会 社 名 株式会社イノベント

住 所 〒107-0062 東京都港区南青山3-1-31 KD南青山ビル2F

U R L https://innovent.co.jp/

設 立 2003年7月7日

会 長 田中 洋行

事 業 内 容 見本市（展示会）の主催、企画、運営業務、各種イベントの企画制作、事務局運営代行、運営
管理業務

担 当 者 名 市村 賢一/ ゼネラルマネージャー

日本在住の外国人求職者や留学生を対象とした大規模な就職・転職イベント『インターナショナ
ルジョブフェア』を運営している。このフェアでは、多数の企業や人材サービス会社、教育機関
がブースを出展し、外国人材とのマッチングを行っている。

株式会社イノベントとは

外国人の就職イベント
『インターナショナルジョブフェア』を運営している

イノベント社から登録留学生へのメール送信

3,595件
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会 社 名 ヒューマングローバルタレント株式会社

住 所 〒160-0023東京都新宿区西新宿7-5-25 西新宿プライムスクエア2F 

U R L https://corp.daijob.com/

設 立 2010年7月1日

代 表 取 締 役 横川 友樹

事 業 内 容 広告メディア事業
・外資系・グローバル企業転職情報サイト「Daijob.com」の運営
・海外勤務専門転職情報サイト「Working Abroad」の運営
・ITに特化したグローバル越境転職サイト「Working Abroad Worldwide」の運営
・世界各国転職サイト紹介サービス「THE NETWORK」代理店運営
・外資系・グローバル企業の人事向け情報サイト「Daijob HR Club」の運営
・日本で働きたい在海外外国人IT人材専門転職支援サイト「Jobs in Japan」
・特定技能求人情報サイト「Hello Japan」の運営

イベント事業
・グローバルキャリアフェア「Daijob Career Fair」の運営

担 当 者 名 横川 友樹/ 代表取締役

ヒューマングローバルタレント株式会社は、バイリンガル・グローバル人材の転職情報サイト
「Daijob.com」の運営や、グローバルキャリアフェアの開催など、国際的な人材採用支援サービ
スを提供している。

ヒューマングローバルタレント株式会社とは

外資系・グローバル企業の転職・求人サイト
『Daijob.com』を運営するヒューマングローバルタ

レント登録者へのメール送信送信

18万6,000件
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マッチング出展者募集方法

宿泊4団体（全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会、日本旅館協会、日本ホテル協会、
全日本ホテル連盟）を通じて、会員宿泊施設に広く出展募集を行った。

株式会社ダイブの取引先である約4,600施設に対しても広く出展企業の募集を行った。
特に、全国チェーンの取引企業に対しては、外国人材の採用ニーズが高い等の理由か
ら優先的に声かけを行った。

マッチング出展者選定方法

特定技能外国人の採用ニーズが高いことを最低条件とし、特に大手全国チェーンの参
加は集客力に好影響を与えると判断した。

また、大手全国チェーンに対しては、優先的に早期の登壇確定を行い、チラシにもロ
ゴを掲載する対応を取った。

また、広く募集を行った結果、全旅連から12社の申し込みがあり、応募のあった全て
の企業をブース出展させることとした。



PR・マッチング事業（対面方式）

マッチング出展企業募集・選定について

- 17-

マッチング参加企業一覧

• 星野リゾート

• 共立メンテナンス

• 大江戸温泉物語ホテルズ＆リゾーツ

• セラヴィリゾート泉郷

• 箱根リトリート före

• 箱根湯本温泉 ホテル河鹿荘

• プラザオーサカ

• 一の湯

• 皆美館

• 沖縄ホテル

• 下呂温泉 懐石宿 水鳳園

• HOTEL松本屋1725 

• 奥飛騨温泉郷 槍見の湯 槍見館

• 熱海 さくらや旅館

• リゾートヒルズ豊浜蒼空の風

• 吉野温泉元湯

• あわら温泉 グランディア芳泉

• 渚のリゾート・吉良 竜宮ホテル

マッチング出展社数 18社



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント実施報告（2月5日）
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10:00~11:30 『宿フェス』内サブステージにて実施

セミナー登壇者１
全旅連青年部 労務人材担当 副部長
（一社）宿泊業技能試験センター 理事 菅原 真太郎 氏

セミナー内容 『特定技能宿泊分野についてや、在留資格など制度についての説明』



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント実施報告（2月5日）
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10:00~11:30 『宿フェス』内サブステージにて実施

セミナー登壇者２ 全旅連青年部 労務人材委員会 委員長 小川 尊也 氏

セミナー内容 『宿泊業界ではたらく魅力について』



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント実施報告（2月5日）
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10:00~11:30 『宿フェス』内サブステージにて実施

セミナー登壇者３ 美ヶ原温泉 翔峰 カン エムディ ラセル 氏

テーマ 『特定技能人材へのインタビュー』

セミナー登壇者４ プラザオーサカ バタドゥワ アラッチゲ イシャラ

アベワラダナ グナセカラ 氏

オンライン参加

司会進行・インタビュアー 株式会社ダイブ 外国人雇用推進ディレクター 菅沼 基



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント実施報告（2月6日）
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10:00~11:30 『宿フェス』内サブステージにて実施

セミナー登壇者１
全旅連青年部 労務人材担当 副部長

（一社）宿泊業技能試験センター 理事 菅原 真太郎

セミナー内容 『特定技能宿泊分野についてや、在留資格など制度についての説明』



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント実施報告（2月6日）
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10:00~11:30 『宿フェス』内サブステージにて実施

セミナー登壇者２ 全旅連青年部 労務人材委員会 委員長 小川 尊也

セミナー内容 『宿泊業界ではたらく魅力について』



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント実施報告（2月6日）
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10:00~11:30 『宿フェス』内サブステージにて実施

セミナー登壇者３ 一の湯 アハメド リジビ氏

テーマ 『特定技能人材へのインタビュー』

セミナー登壇者４ プラザオーサカ イワヤン スニルタ 氏オンライン参加

司会進行・インタビュアー 株式会社ダイブ 外国人雇用推進ディレクター 菅沼 基



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント実施報告（参加者からの質問）

- 24-

宿泊分野の求人がまだまだ少ないと感じますが、業界団体として特定技能人材の
必要性を感じていますか？

非常に感じております。宿泊業界は深刻な人手不足に直面しており、徐々に求人
も増えている状況です。また、今後さらに求人を増やすための取り組みを、業界
団体として積極的に進めてまいります。

Q

A

宿泊分野の試験が難しすぎるため、もっと難易度を下げてほしい。

特定技能制度の創設当初は難易度が高く、合格率も低い状態でした。しかし、そ
の後試験の改定を行い、受験者向けのテキストも作成したことで、現在では合格
率が向上しています。

Q

A

特定技能人材を採用してみて、どのような感想をお持ちですか？

非常に優秀な人材が多いと感じています。モチベーションが高く、語学の習得能
力も優れており、お客様からの評価も非常に良いです。

Q
A

宿泊施設側は、採用した特定技能人材に「2号」へ移行してほしいと考えていま
すか？また、長期キャリアを形成したい人材に対し、特定技能を自信を持って勧
めることができないという意見もありますが、いかがでしょうか？

多くの企業が、特定技能人材には「2号」へ移行し、できるだけ長く就業してほ
しいと考えています。そのため、長期キャリアを希望する方にも、特定技能宿泊
分野をお勧めいただければと思います。

Q

A

試験センター・宿泊業界団体に対する質問



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント実施報告（参加者からの質問）
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どのような時にやりがいを感じますか？

やはり、お客様から「ありがとう」と言われた時です。

Q
A

特定技能宿泊分野で勤務する外国人に対する質問

現在の宿泊施設での人間関係はいかがですか？

皆さんとても良くしてくださるので、働きやすく、楽しく仕事ができています。

Q
A

今後の目標を教えてください。

ずっと日本に住みたいです。
将来は母国に帰り、ホテルの経営者になりたいです。（2名）
頑張って支配人になりたいです。

Q

A



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベント総括
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本イベントは、宿泊業界における特定技能外国人材の雇用促進を目的として、「宿フェス」
内で対面形式にて実施された。

集客期間が短く、限られた時間の中での開催となったが、多くの求職者や関係者に参加して
もらい、貴重な交流の場を提供することができた。PRイベントでは、宿フェス出展企業であ
る宿泊施設の担当者も多数参加し、外国人材の受け入れの必要性や制度について理解を深め
る機会となった。また、実際の特定技能人材が登壇したことで、雇用側・求職者側の双方に
とって、より具体的なイメージを持つことができる場となり、実践的な情報共有が行われた。
さらに、外国人求職者だけでなく、学校関係者、登録支援機関、送り出し機関など、幅広い
ステークホルダーが参加し、特定技能制度に関するPR活動としても大きな意義を持つイベン
トとなった。

2月5日 約70名

2月6日 約60名 合計 約130名

参加者数



PR・マッチング事業（対面方式）

マッチングイベント実施報告（2月5日・6日）

- 27-

13:00~17:00 『宿フェス』内サブステージにて実施

マッチング出展企業

• 星野リゾート

• 共立メンテナンス

• 大江戸温泉物語ホテルズ＆リゾーツ

• セラヴィリゾート泉郷

• 箱根リトリート före

• 箱根湯本温泉 ホテル河鹿荘

• プラザオーサカ

• 一の湯

• 皆美館

• 沖縄ホテル

• 下呂温泉 懐石宿 水鳳園

• HOTEL松本屋1725 

• 奥飛騨温泉郷 槍見の湯 槍見館

• 熱海 さくらや旅館

• リゾートヒルズ豊浜蒼空の風

• 吉野温泉元湯

• あわら温泉 グランディア芳泉

• 渚のリゾート・吉良 竜宮ホテル



PR・マッチング事業（対面方式）

マッチング・PRイベントアンケート調査結果（来場者）
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「学生」「社会人」が74.4％と多く、外国人求職者をしっかりと集客することができた。

「とても良かった」「良かった」が78.7％と満足度の高い結果となった。

その他は、フリーコメントで、

在留資格名、学校名、無職、具体
的な職業名が
記載されていた。

技能実習生（ Technical Intern Trainee）

4.3％

その他
12.8％



PR・マッチング事業（対面方式）

マッチング・PRイベントアンケート調査結果（来場者）
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良かった理由としては、「宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲気や会社の考え方など）がわ
かった。」「宿泊施設の仕事の条件（お給料や働く時間など）がよくわかった。」が最も高く、次い
で「応募したいと思う宿泊施設がたくさんあった。」「宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募す
るときに何を準備すればいいのかがわかった。」という結果となった。

良くなかった理由としては、「応募したいと思う宿泊施設が少なかった。」「宿泊施設で働くときの
イメージ（職場の雰囲気や会社の考え方など）がわからなかった。」が最も高く、次いで「宿泊施設
がどんな人を採用するのか、応募するときに何を準備すればいいのかがわからなかった。」という結
果となり、フリーコメントでメインステージの音楽がうるさかったというコメントもあった。

応募したいと思う宿泊施設がたくさ
んあった。

宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲
気や会社の考え方など）がわかった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料や働く時間な
ど）がよくわかった。

宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募す
るときに何を準備すればいいのかがわかった。

コメントなし

転職活動中のため

将来の仕事の可能性について学べた

応募したいと思う宿泊施設が少なかった。

宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲気や
会社の考え方など）がわからなかった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料や働く時間な
ど）がよくわからなかった。

宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募すると
きに何を準備すればいいのかがわからなかった。

隣のステージの音楽がうるさすぎてまともに会話
ができなかった。

1社だけがちゃんと質問に答えているんですが、
まだまだわからないことがたくさんあります。

メインステージの音がうるさすぎた。



PR・マッチング事業（対面方式）

マッチング・PRイベントアンケート調査結果（来場者）
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55.3％が「興味のある宿泊施設が見つかり、応募など何かしらの行動をする予定がある。」とのこと
だが、17％は「興味のある宿泊施設はあったが、応募などの行動をする予定はない。」となり、
27.7％は「興味のある宿泊施設はなかった」という結果となった。

就職活動（就職指導）で大変なこととしては、「求人情報が少ない」が最も多く、次いで「希望する
エリアの求人が少ない」「採用基準が高すぎる」「希望する給与の求人が少ない」「経験者の募集が
多い」という結果となった。

募集職種において言語の壁がある

ビザサポート付きの求人が確認でなかった

違う仕事を探している

日本語でのやりとり

学生以外を採用している企業が多い

外国人だから難しい

希望するエリアの求人が少ない



PR・マッチング事業（対面方式）

マッチング・PRイベントアンケート調査結果（来場者）
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フリーコメントまとめ
イベントへの評価

• 素晴らしいセミナー

• 勉強になりました

• 外国人のためにとても良いイベント

• このようなセミナーをもっと開催してほしい

• 外国人にとって良い機会

• 企業の方と話す機会をいただき、ありがとうございました

満足度が高い意見

• もっと多くの企業が参加してほしい

• 関東地方の求人が少ない
改善点を求める意見

イベントの運営に関する意見

• イベントの雰囲気が良かった

• 情報提供の場として有意義だった
運営の良かった点

• ライブイベントの音が大きく、担当者の声が聞こえなかった運営の改善点

今後の要望

• このようなイベントをもっと開催してほしい

• 海外からの参加も可能にしてほしい

• 企業側に、特定技能と技人国ビザの違いについて理解を深めるセミナーを開催してほしい

全体として、イベントの意義や情報提供の面では評価が高かった一方で、企業の参加数の少
なさや運営面の改善点（会場の配置）などが、今後の課題として挙げられる。



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベントアンケート調査結果（宿泊施設）
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87.5%が「期待通りに良かった」以上という結果となり、非常に満足度の高い結果となった。

50％の参加企業が「採用したい候補者がいた」と回答しており、N数は少ないが複数採用したい候補
者がいたという企業も4社中3社あった。

社数

人数



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベントアンケート調査結果（宿泊施設）
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採用したいと思われた理由としては、日本語能力が最も多く、次いで人柄や意欲という結果となった。

採用を見送った理由は、各項目が均等に選ばれる結果となったが、「宿泊業で活躍頂けそうな経験や
スキル不足」のみ選択されなかった。

宿泊業で活躍頂けそうな経験や
スキル不足

勤務条件（勤務開始時期、労働
条件など）の不一致

求める専門性と一致していない

直雇用でなくエージェントが絡む
方が効率的だと思った

記載なし



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベントアンケート調査結果（宿泊施設）
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最も重視している点は、62.5％が「日本語レベル」、25％が「人柄」、12.5％が「経験」という結果
となった。

2番目に重視している点は、「日本語レベル」と「人柄」が50％ずつという結果となった。



PR・マッチング事業（対面方式）

PRイベントアンケート調査結果（宿泊施設）
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3番目に重視している点となると、選択肢も限られてしまうため、満遍なく選択される結果となった。

フリーコメントまとめ

• 良い機会をありがとうございます。

• 今後も参加させていただきます。

• 今後も定期的な開催を宜しくお願いします。

• イベント前半は多くの方にブースへお越しいただき、活発な交流ができました。一方で、午後3時以降
はステージの音が大きくなり、会話がしづらい場面もありました。

• 「マッチングイベント」に参加したことで、観光業界に興味のある方々と出会うことができ、とても
貴重な機会を得ました。

• 今後もこのような交流の場が増えることを期待しています。

• またあれば参加したいです。

• とてもよかったです。

• 人材の層が弊社の採用基準に満たしていないと感じました。

マッチングイベントは貴重な交流の場となり、有意義だったとの声が多い一方で、会場の環
境や求める人材のレベルに課題も見られた。



PR・マッチング事業（対面方式）

株式会社ダイブのプレスリリースを通じて、以下のテレビ番組から取材の依頼が
あり、マッチング事業の様子や参加者、および参加宿泊施設へのインタビューが
放送されることとなった。これにより、観光庁の取り組みが多くの視聴者に広く
認知される機会となった。

- 36-

テレビ番組での報道について

媒体名

企業名

番組名

BS放送

株式会社テレビ東京

NIKKEI NEWS NEXT

放送日時 令和7年2月6日（木）21時～22時



PR・マッチング事業（対面方式）

マッチングイベント総括

- 37-

マッチングに関してのアンケート結果からも、「宿泊業界でのキャリア形成に関する理解が
深まった」「実際の宿泊施設の担当者と直接話せたことが良かった」といった肯定的な意見
が多く寄せられた。

一方で、課題として「参加企業の数が少なかった」「希望するエリアの求人が少なかった」
「ブース周辺の音響環境により会話がしづらかった」といった意見も見られた。

これらの点については、次回以降の開催に向けて改善を検討すべき課題といえる。

また、宿泊施設側の視点では、「日本語能力」「人柄」「意欲」が特定技能人材の採用基準
として特に重視されていることが明らかになった。

今後は、求職者の日本語教育の強化や、企業と求職者の適切なマッチングの精度向上が求め
られる。

2月5日 約80名

2月6日 約70名 合計 約150名

参加者数



PR・マッチング事業（対面方式）

PR・マッチングイベント総括
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PRイベントでは、宿泊業界における外国人材の受け入れの必要性や特定技能制度に関する理
解を深める機会となり、宿泊施設の担当者や求職者が直接情報を得る場となった。

また、特定技能人材の登壇により、雇用側・求職者側双方がより具体的なイメージを持つこ
とができた。マッチングイベントでは、多くの求職者が企業と直接交流し、宿泊業界での
キャリア形成について理解を深める機会となった。

一方で、参加企業数の少なさや会場の環境など、改善が求められる課題も明らかになった。

今後は、より多くの企業の参加を促し、求職者とのマッチング精度を向上させる施策が求め
られると考えられる。

また、会場環境の整備や情報提供の強化を図ることで、外国人材の受け入れをさらに促進し、
宿泊業界の人材確保に貢献する、より有意義なイベントへと発展していくことができると考
えられる。

本イベントを通じて、多くの企業と求職者の接点が生まれ、具体的な雇用機会の創出につな
げることができた。

さらに、参加者同士の交流を通じて、宿泊業界における外国人材の可能性が再認識され、雇
用に対する前向きな意識の醸成にも寄与する結果となった。

合計 約280名（延べ人数）

参加者数

マッチングジョブフェア

約80名約70名５日

約70名約60名６日

申込者数

333名

出展企業

18社



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチング事業内容
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日程 3月18日（火）15時～18時

会場 オンライン（Zoom）

内容

セミナー 15:00~16:00 宿泊業界ではたらく魅力について、在留資格など制度について

セミナー登壇者 全旅連青年部 労務人材担当 副部長
（一社）宿泊業技能試験センター 理事

全旅連青年部 労務人材委員会 委員長

菅原 真太郎

小川 尊也

就職マッチング 16:00~18:00

マッチング出展企業

• 万世閣グループ

• 温故知新

• ホテルニューアワジグループ

• 河鹿荘

• 星野リゾート

• 株式会社ワールド・ヘリテイジ

• 竜宮ホテル

• 文殊荘

16:00～16:15

16:15～16:30

16:30～16:45

16:45～17:00

17:00～17:15

17:15～17:30

17:30～17:45

17:45～18:00

参加費 無料

※上記8社によるプレゼンテーションを行い、就職を希望する宿泊施設がある場合は
イベント終了後のアンケートより応募が可能
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集客チラシ
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集客施策
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本事業の受諾会社である、
株式会社ダイブが保有する

外国人材リストへのメール送信

2,023件

ダイブ保有の送り出し機関
リストへのメール送信

1,950件

ダイブFacebookアカウントからの

情報発信
ダイブがMOUを締結している
西スマトラ州からの情報発信

専門高校53校

ダイブからのプレスリリース
PRTIMESを通じて

25媒体に掲載



PR・マッチング事業（オンライン）

集客施策
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一般社団法人 宿泊業技能試験センター
より過去の受験者に対してメール送信

18,470件

公益社団法人
東京都専修学校各種学校協会への

メール送信

316校

一般社団法人
外国人留学生高等教育協会会員校への

メール送信

202校

・インドネシア労働省管轄 労働市場センターのInstagramからの発信



PR・マッチング事業（オンライン）

集客施策
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団 体 名 Ikatan Pengusaha Kenshusei Indonesia

住 所 〒160-0023東京都新宿区西新宿7-5-25 西新宿プライムスクエア2F 

U R L https://japan.ikapeksi.com/

設 立 2013年

会 長 プラニョト・ウィドド

事 業 内 容 帰国後の起業支援日本での技能実習を修了し帰国したメンバーに対し、起業のためのプラット
フォームを提供。ビジネスマッチングや情報交換を通じて、起業活動をサポート。教育・訓練
プログラムの実施帰国した技能実習生に対し、教育訓練や事業相談を実施。日本語教育の推進
日本語学校を運営し、次世代の技能実習生や特定技能者の育成を支援。地域経済への貢献各地
域での支部設立を通じて、地域経済の発展に寄与。

担 当 者 名 プラニョト・ウィドド/会長

インドネシア研修生実業家協会（IKAPEKSI）は、2013年に設立された協会。
技能実習プログラムを修了し、帰国後に起業したインドネシア人実業家たちで構成されている。

iKAPEKSIとは

会員企業に対して、メールやSNSの送信

190社
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マッチング出展企業募集・選定について
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マッチング出展者募集方法

宿泊4団体（全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会、日本旅館協会、日本ホテル協会、
全日本ホテル連盟）を通じて、会員宿泊施設に広く出展募集を行った。

株式会社ダイブの取引先である約4,600施設に対しても広く出展企業の募集を行った。
特に、集客力のある全国チェーンの取引企業に対しては、優先的に声かけを行った。

マッチング出展者選定方法

特定技能外国人の採用ニーズが高いことを最低条件とし、特に大手全国チェーンの参
加は集客力に好影響を与えると判断した。

そのため、大手全国チェーンに対しては、優先的に早期の登壇確定を行った。

また、広く募集を行った結果、全旅連から2社の申し込みがあり、応募のあった全ての
企業をブース出展させることとした。

2月5日・6日の対面式イベントに参加した企業にも再度の声掛けを行い、参加企業8社
のうち2社は対面形式に続き再度の参加となった。
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マッチング出展企業募集・選定について
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マッチング参加企業一覧

マッチング出展社数 8社

• 万世閣グループ

• 温故知新

• ホテルニューアワジグループ

• 河鹿荘

• 星野リゾート

• 株式会社ワールド・ヘリテイジ

• 竜宮ホテル

• 文殊荘

16:00～16:15

16:15～16:30

16:30～16:45

16:45～17:00

17:00～17:15

17:15～17:30

17:30～17:45

17:45～18:00

※上記8社によるプレゼンテーションを行い、就職を希望する宿泊施設がある場合は
イベント終了後のアンケートより応募が可能
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PRイベント実施報告
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15:00~16:00

セミナー登壇者１
全旅連青年部 労務人材担当 副部長

（一社）宿泊業技能試験センター 理事 菅原 真太郎

セミナー内容 『特定技能宿泊分野についてや、在留資格など制度についての説明』



PR・マッチング事業（オンライン）
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登壇資料



PR・マッチング事業（オンライン）
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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PRイベント実施報告
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15:00~16:00

セミナー登壇者２ 全旅連青年部 労務人材委員会 委員長 小川 尊也

セミナー内容 『宿泊業界ではたらく魅力について』



PR・マッチング事業（オンライン）
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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登壇資料
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フィリピンから企業と直接やりとして入国が出来ますか？

フィリピンは国の制度で必ず送り出し機関を通す必要があります。
ですので、まずはどこかの送り出し機関にご連絡いただくのがよろしいかと思い
ます。

Q

A

介護の仕事で今働いてますが、宿泊分野に転職したいです。未経験でも受け入れ
てもらえる企業はありますか？

未経験でも受け入れてくれる企業はございます。実際に一の湯では介護業界から
未経験で転職して、活躍している人材もいます。

Q
A

とても素晴らしいセミナーでしたので、またインドネシアでも開催して欲しいで
す。

1号の資格で働いておりますが、2号の試験に受からなかった際は、技術・人文知
識・国際業務のビザに切り替えて働くことはできますでしょうか？

Q

技術・人文知識・国際業務の取得要件を満たしており、企業の意向も合致してい
れば可能となります。

A

合格後の仕事探しはどのようにすればよろしでしょうか？

送り出し機関を通じての手続きが一般的なため、まずはそちらに連絡していただ
くのが良いかと思います。また、観光庁の事業では、過去に海外でマッチングイ
ベントなどを開催しており、同様のイベントが開催される場合には、企業と直接
やり取りすることも可能かと思います。

Q

A

PRイベント実施報告（参加者からの質問）

当初、質疑応答は予定していませんでしたが、
約15分の時間が余ったため、急遽設けることとなりました
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マッチング登壇企業
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16:00～16:15万世閣グループ

16:00～16:30温故知新



PR・マッチング事業（オンライン）

マッチング登壇企業
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16:30～16:45ホテルニューアワジグループ

16:45～17:00河鹿荘
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マッチング登壇企業
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17:00～17:15星野リゾート

17:15～17:30株式会社ワールド・ヘリテイジ



PR・マッチング事業（オンライン）

マッチング登壇企業
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17:30～17:45竜宮ホテル

17:45～18:00文珠荘
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ミャンマー人）
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学生・社会人が85％を占める結果となり、対象としていた属性の方々に参加してもらうことができた。

良かった・とても良かったが98.8％と非常に高い満足度を獲得することができた。

その他は、フリーコメントで、

送り出し機関名、アルバイト、
技能実習生、現在勤務してい
る職種、無職が記載されてい
た。

その他
15％
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ミャンマー人）
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1名のみの回答ではあるが、『宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募するときに何を準備すれば
いいのかがわからなかった。』という理由だった。

『応募したいと思う宿泊施設たくさんあった。』が63.3％と非常に高く、次いで『宿泊施設で働くと
きのイメージ（職場の雰囲気や会社の考え方など）がわかった。』『宿泊施設がどんな人を採用する
のか、応募するときに何を準備すればいいのかがわかった。』という理由が上位となった。

応募したいと思う宿泊施設がたくさ
んあった。

宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲気
や会社の考え方など）がわかった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料や働く
時間など）がよくわかった。

宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募す
るときに何を準備すればいいのかがわかった。

コメントなし

応募したいと思う宿泊施設が少なかった。

宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲気や会
社の考え方など）がわからなかった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料や働く時
間など）がよくわからなかった。

宿泊施設がどんな人を採用するのか、応
募するときに何を準備すればいいのかが

わからなかった。

コメントなし
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ミャンマー人）
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90％が『興味のある宿泊施設が見つかり、応募など何かしらの行動をする予定がある。』を選択して
おり、10％が『興味のある宿泊施設はあったが、応募などの行動をする予定はない。』という結果と
なり、具体的な面接等に続く可能性が高いことが分かった。

求人情報が少ない、経験者の応募が多い、採用基準が高すぎるという項目が多く選択されており、合
格者の多いミャンマーならではの結果となった。

説明するのがとても早いのでN4 レベル
の学生として分かりにくかった。

コメントなし

希望するエリアの求人が少ない
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ミャンマー人）
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フリーコメントまとめ

・セミナーに参加して、ホテル業界のことをたくさん学べてよかった

・次回も同じようなイベントをやってほしい・ホテルの仕事に興味があって、特定技能で働きたい

・日本語が不安だから、企業の人にはゆっくり話してほしいし、英語対応もあると助かる

・ホテルの求人情報をメールで受け取りたい

・仕事中にトラブルがあったとき、企業がどう対応してくれるのか知りたい

・ミャンマー人材の育成や日本でのサポートをもっとしてほしい

・企業の担当者と直接話したり、挨拶する時間があるといい

・早く日本で働きたい

・特定技能試験にまだ受かっていないけど、ホテルの仕事を学びたい

ホテル業界に関する知識を得られたことへの感謝や今後の開催を望む声が多く寄せられた一
方で、言語の壁や企業側のサポートへの期待もあり、より実践的な情報提供や求人情報の共
有が求められていることが分かった。
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（インドネシア人）
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78.8％が学生や社会人という希望していた属性の参加者だったが、特に社会人の比率が高かったのは
意外な結果となった。

良かった・とても良かったが94.9％と非常に高い満足度を獲得することが出来た。

その他は、フリーコメントで、

送り出し機関名、送り出し機関
のスタッフ、技能実習生、求職
者、現在勤務している職種、無
職が記載されていた。

その他
13.6％7.6％

3.4％
1.7％
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（インドネシア人）
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『宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲気や会社の考え方など）がわかった。』が63.4％と最
も高く、『応募したいと思う宿泊施設たくさんあった。』が55.4％、次いで『宿泊施設がどんな人を
採用するのか、応募するときに何を準備すればいいのかがわかった。』『宿泊施設で働くときのイ
メージ（職場の雰囲気や会社の考え方など）がわかった。』が上位となった。

6名のみの回答ではあるが、『宿泊施設の仕事の条件（お給料や働く時間など）がよくわからなかっ
た。』という回答が最も多かった。

応募したいと思う宿泊施設がたく
さんあった。

宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲
気や会社の考え方など）がわかった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料
や働く時間など）がよくわかった。

宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募す
るときに何を準備すればいいのかがわかった。

応募したいと思う宿泊施設が少
なかった。

宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲
気や会社の考え方など）がわからなかった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料や働
く時間など）がよくわからなかった。

宿泊施設がどんな人を採用するのか、
応募するときに何を準備すればいい

のかがわからなかった。

日本語があまり理解できなかった。

日本語があまり理解できなかった。
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（インドネシア人）
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82.2％が『興味のある宿泊施設が見つかり、応募など何かしらの行動をする予定がある。』を選択し
ており、17.8％が『興味のある宿泊施設はあったが、応募などの行動をする予定はない』という結果
となり、具体的な面接等に続く可能性が高いことが分かった。

『求人情報が少ない』が最も多く55.1％を占めており、その他も満遍なく選択される結果となった。

コメントなし
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（インドネシア人）
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フリーコメントまとめ

・セミナーがすごく良かった。日本で働くモチベーションが上がった。

・いろんな仕事の話が聞けて、選択肢が広がったのが嬉しい。

・日本のホテル業界について詳しく知ることができて、とても勉強になった。

・企業の人の話しが聞けて、就職に向けて前向きな気持ちになれた。

・親切に説明してくれて助かった。

・もっとこういうイベントを開催してほしい。

・すごく役に立った。日本で働くために、もっと日本語を頑張ろうと思えた。

・事前に求人情報が見られたら、もっとスムーズに話しが聞けたかも。

・企業の説明がちょっと早くて、理解するのが難しかった。

・もう少し具体的な給与や住居の話も聞きたかった。

全体的に高い評価がされていたが、日本の宿泊業で働きたいという意欲が高まった一方で、
日本語の速さや企業説明の方法に対する改善要望も見られ、より良い情報提供や言語対応へ
の期待が寄せられた。
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ネパール人）
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良かった、とても良かったが100％と満足度の高い結果となった。

アンケートの回答者は学生および社会人が100％を占めているが、学校の教室で視聴していたとの報
告もあり、学校関係者も多く参加していたことが確認されている。

その他 0％
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PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ネパール人）
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91.7％が『興味のある宿泊施設が見つかり、応募など何かしらの行動をする予定がある。』を選択し
ており、8.3％が『興味のある宿泊施設はあったが、応募などの行動をする予定はない』という結果と
なり、具体的な面接等に続く可能性が高いことが分かった。

『宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募するときに何を準備すればいいのかがわかった。』が
75％と最も高く、『応募したいと思う宿泊施設たくさんあった。』が66.7％、『宿泊施設で働くとき
のイメージ（職場の雰囲気や会社の考え方など）がわかった。』が58.3％となった。

応募したいと思う宿泊施設がたく
さんあった。

宿泊施設で働くときのイメージ（職場
の雰囲気や会社の考え方など）がわ

かった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料
や働く時間など）がよくわかった。

宿泊施設がどんな人を採用する
のか、応募するときに何を準備す

ればいいのかがわかった。



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ネパール人）
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『希望する給与の求人が少ない』が最も多く58.3％を占めており、『求人情報が少ない』『希望する
エリアの求人が少ない』『経験者の募集が多い』『採用基準が高すぎる』の順で多い結果となった。

フリーコメントまとめ

・今日のセミナーは、宿泊業で働きたい外国人にとって役に立つ内容だった。

・本日のイベントには本当に感謝しています。とても参考になりました。

・今後もこのようなイベントに参加したいと思います。

・とても良かった。

・とても役に立つプログラムだった。

・すべての言葉は理解できなかった。

宿泊業で働きたい外国人にとって、参考になり役立つ内容であったというコメントが多く寄
せられた一方で、日本語の理解が難しかったという意見も見られた。



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ベトナム人）
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アンケート回答者は全員が社会人だった。

60％が『良かった』、 40％が『とても良かった』という結果となり、非常に高い満足度を獲得するこ
とが出来た。

その他 0％



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ベトナム人）
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宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲気や会社の考え方など）がわかった。が80％、『応募し
たいと思う宿泊施設がたくさんあった。』が60％、『宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募する
ときに何を準備すればいいのかがわかった。』が20％という回答となった。

80％が『興味のある宿泊施設が見つかり、応募など何かしらの行動をする予定がある。』を選択して
おり、20％が『興味のある宿泊施設はなかった。』という結果となり、具体的な面接等に続く可能性
が高いことが分かった。

応募したいと思う宿泊施設がたくさ
んあった。

宿泊施設で働くときのイメージ（職
場の雰囲気や会社の考え方など）

がわかった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料や
働く時間など）がよくわかった。

宿泊施設がどんな人を採用するの
か、応募するときに何を準備すれ

ばいいのかがわかった。



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベントアンケート調査結果（ベトナム人）
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『希望するエリアの求人が少ない』が最も多く全員が選択しており、『求人情報が少ない』『希望す
る給与の求人が少ない』を60％が選択しており、『採用基準が高すぎる』『経験者の募集が多い』が
20％という結果となった。

フリーコメントまとめ

・良かったです。

・宿泊業の就職活動に関するセミナーをもっと開催して欲しい。

回答数が少なかったため詳細な分析は難しいものの、全体的にはポジティブな結果となった。



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベントアンケート調査結果（その他の国籍）
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こちらの日本語と英語のアンケートにも、前述の言語対応アンケートではなく、こちら側で回答する
外国人も見られたが、試験国ではない韓国の回答率が36.6％（その他で記述された1.6％含む）と高い
結果となった。

アンケートの回答者は、学生・社会人で67.8％となっているが、その他の中身を確認すると社会人が
大半という結果となった。

自営業

技能実習生

無職

その他は、フリーコメントで、

送り出し機関名、技能実習生、現在
勤務している職種、在留資格名、無
職、自営業が記載されていた。

その他
30.6％

1.6％

6.5％

4.8％

4.8％

4.8％

4.8％

3.2％ 3.2％
3.2％

3.2％

3.2％

全て
1.6％

バングラデシュ

スペイン

日本

ロシア

台湾

ガーナ

パキスタン



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベントアンケート調査結果（その他の国籍）
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56.5％が『とても良かった』、 41.9％が『良かった』という結果となり、非常に高い満足度を獲得す
ることができた。

『応募したいと思う宿泊施設たくさんあった。』が72.1％、『宿泊施設で働くときのイメージ（職場
の雰囲気や会社の考え方など）がわかった。』が68.9％、次いで『宿泊施設がどんな人を採用するの
か、応募するときに何を準備すればいいのかがわかった。』『宿泊施設の仕事の条件（お給料や働く
時間など）がよくわかった。』が多く選択されていた。

宿泊施設で働くときのイメージ（職場の雰囲気
や会社の考え方など）がわかった。

宿泊施設の仕事の条件（お給料や働
く時間など）がよくわかった。

宿泊施設がどんな人を採用するのか、応募す
るときに何を準備すればいいのかがわかった。

日本の宿泊施設で働く機会をご希望している
ので今回のような特定技能宿泊分野セミナー

＆マッチングがとっても嬉しい。

1.6％



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベントアンケート調査結果（その他の国籍）
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90.3％が『興味のある宿泊施設が見つかり、応募など何かしらの行動をする予定がある。』を選択し
ており、具体的な面接等に続く可能性が高いことが分かった。

1件のみの回答ではあったが、『応募したいと思う宿泊施設が少なかった。』という回答だった。

宿泊施設がどんな人を採用する
のか、応募するときに何を準備す
ればいいのかがわからなかった。

4.8％

4.8％



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベントアンケート調査結果（その他の国籍）
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『求人情報が少ない』が最も多く56.5％が選択しており、『採用基準が高すぎる』が48.4％、『経験
者の募集が多い』が38.7％と高い数値となった。

DMWを取得している企業が少ない。

韓国で2年近くの経歴はありますが50代なの
で採用する所が見つからないので残念

コメントなし

希望するエリアの求人が少ない

フリーコメントまとめ
・セミナー、めっちゃ面白かったし、非常に勉強になった。

・宿泊業で働きたい人には、本当に役立つイベントだったと思う。

・企業の説明、シンプルでわかりやすくてよかった。

・いろんな会社の話が聞けて、選択肢が広がったのが嬉しい。

・もっと頻繁にやって欲しい。

・自分のスキルに合った仕事を探すいい機会になった。

・もっと頑張ろうって思えた。

・次回もあったら絶対に参加したい。

・プレゼン時間が短い企業があったのが残念だった。

・日本語が少し難しかった。

多くの参加者にとって非常に有益で、宿泊業界への理解を深める貴重な機会となり、特に企
業説明の明確さや仕事の選択肢の広がりに対する満足度が高かった一方で、日本語の難易度
や企業のプレゼン時間の短さなどに対して、より理解しやすい環境づくりや運営面での改善
を求める声も上がった。



PR・マッチング事業（オンライン）

PRイベントアンケート調査結果（宿泊施設）
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参加者の満足度は非常に高かったが、宿泊施設の満足度は『やや期待していたほどではなかった』が
50％という結果となった。一方的なプレゼンで満足度を感じづらいとはいえ、課題の残る結果となっ
た。

最も重視している点としては、『人柄』、『日本語レベル』がそれぞれ37.5％と最も高く、次いで
『日本に滞在しているか、海外に滞在しているか』が選択された。



PR・マッチング事業（オンライン）

PRイベントアンケート調査結果（宿泊施設）

- 99 -

2番目に重視している点も、『人柄』、『日本語レベル』がそれぞれ37.5％と最も高く、次いで『経
験』が選択された。

3番目に重視している点も、『人柄』、『経験』、『日本語レベル』が引き続き高く、『英語レベ
ル』『日本に在籍しているか、海外に在籍しているか』が続く結果となった。



PR・マッチング事業（オンライン）

PRイベントアンケート調査結果（宿泊施設）
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どのようなサポートがあると2番目に望ましいかも、『日本語研修の提供』が50％と引き続き高く、
次いで、『採用費・支援費などの金銭的支援』『生活支援（住居の契約・行政手続きなど）』が選択
された。

どのようなサポートがあると最も望ましいかは、『日本語研修の提供』『採用費・支援費などの金銭
的支援』が37.5％と最も高く、次いで『業務研修・スキルアップ支援』『在留資格取得・変更のサ
ポート』が選択された。

特定技能人材の採用にあたり、どのようなサポートがあると望ましいですか？最も望ましいと感じる項目をご選択く
ださい。

特定技能人材の採用にあたり、どのようなサポートがあると望ましいですか？2番目に望ましいと感じる項目をご選
択ください。



PR・マッチング事業（オンライン）

PRイベントアンケート調査結果（宿泊施設）

- 101 -

フリーコメントまとめ

• 参加時間が遅れてしまい、ご迷惑をおかけしました。ありがとうございました。

• 色々と学びの場となりました。貴重な機会を誠にありがとうございました。

• この度はイベントへ参加させていただき、ありがとうございました。パネリスト側からは事務局しか
見えませんでしたが、参加者の反応なども見られたら嬉しいです。

• 今回初めての参加でした。次年度も宜しくお願いいたします。

• とてもいい経験になりました。ありがとうございました。

• 今回は登壇の機会をいただきありがとうございました。意欲溢れる方々のご応募をお待ちしておりま
す。また今後このようなマッチングイベントに参加出来るチャンスがございましたら是非チャレンジ
させていただきたいと思います。今後共よろしくお願いいたします。

フリーコメントではポジティブな声も多く見られたが、満足度が低かった回答が全体の半数
を占めたことから、今後は具体的にマッチングを進めることで、改めて満足度が向上するよ
う取り組む必要がある。

どのようなサポートがあると3番目に望ましいかは、『生活支援（住居の契約・行政手続きなど）』
が50％と高く、次いで『外国人とのマッチングの機会』が続き、『在留資格取得・変更のサポート』
『法令に関する情報提供』が選択された。

特定技能人材の採用にあたり、どのようなサポートがあると望ましいですか？3番目に望ましいと感じる項目をご選
択ください。



PR・マッチング事業（オンライン）

PR・マッチングイベント総括
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オンラインPR・マッチングイベントは、3,318名の申込者、2,239名の参加者を集め、多くの
求職者が宿泊業界への理解を深める機会となった。

PR事業では、特定技能制度や宿泊業界の魅力を伝え、参加者の関心を高めることができた。

特に、実際の宿泊施設の採用担当者や特定技能で働く外国人の体験談が好評であり、アン
ケート結果でも「具体的な仕事内容が理解できた」「特定技能制度がより身近に感じられ
た」との意見が多く寄せられた。

マッチング事業では、8社の宿泊施設が参加し、多くの求職者との接点を持ち、応募へとつな
げることができた。

実際に「興味のある宿泊施設が見つかり応募する予定」との回答も多く、一定の成果が得ら
れたことが示された。

一方で、いくつかの課題も浮かび上がった。

日本語でのセミナーの理解が難しいという声もあり、今後は言語対応を強化する必要がある。

さらに、企業側のプレゼン時間が限られており、より詳細な説明を求める意見も寄せられた。

こうした課題に対応しながら、今後も特定技能外国人材と宿泊業界をつなぐ取り組みを継
続・発展させ、より多くの人材が円滑に就業できる環境の整備を進めることが重要である。

2,239名

参加者数申込者数

3,318名

参加企業

8社



全体総括

本事業の成果

- 103 -

大規模なPRとマッチングイベントの実施
本事業では、宿泊業における特定技能外国人材の雇用促進を目的に、国内外での情報発信や
マッチング支援を実施した。

具体的には、外国人材向けのセミナー・就職マッチングイベントの開催、宿泊事業者への情
報提供や支援を行い、特定技能制度の理解促進と実際の採用機会の創出に貢献した。

また、調査事業として実施したアンケートでは、外国人材・宿泊事業者双方のニーズや課題
を詳細に把握することができた。

アンケート結果からは、外国人材の宿泊業への高い関心が明らかになり、特に「安定した雇
用機会」「キャリアアップの可能性」「生活支援の充実」が求められていることが分かった。

また、実施したセミナーやマッチングイベントにおいても、多くの外国人が参加し、実際に
採用へとつながる事例も生まれ、事業の有効性が証明された。

宿泊事業者側からも、人材不足の解消に向けた具体的な情報提供や支援の効果が評価され、
特定技能外国人材の雇用に対する理解と関心が高まった。

一方で、アンケート結果からは「言語の壁」「文化の違いへの対応」「労働環境への適応」
といった課題も浮かび上がった。

これらの課題を克服し、より円滑な受け入れ体制を整えるためには、外国人材への日本語教
育支援や、事業者向けの受け入れ研修の強化などが今後の検討課題となる。

本事業を通じて、特定技能外国人材の雇用促進が確実に進展したことは大きな成果であり、
今後さらにこの流れを強化し、持続可能な雇用環境を構築することが求められる。

約2,519名

参加者総数申込者総数

3,651名

参加企業総数

26社
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明らかになった課題と対策
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本事業から浮かび上がった課題

求人の数が依然として少なく、
求職者に十分な情報が行き
渡っていないことが課題。

求人数が少なく、企業
との接点も少ない

特定技能外国人の日本語レベ
ルに対して、企業の求める日
本語レベルが高い傾向にある。

外国人と宿泊施設の日
本語レベルの乖離

制度や宿泊業界に関す
る知識の不足

企業への特定技能外国人採
用のメリット周知、マッチ
ングイベントの開催頻度拡
大、求職者向けの求人情報
プラットフォームの開設を
推進。

企業向けに外国人材の日本語
レベルに関する発信の強化。

企業と外国人労働者双方への
日本語研修の提供。

職場での実践的な日本語学習
支援の強化。

求職者向けの特定技能制度や
宿泊業界の解説セミナー・ガ
イドブックの提供、企業向け
の特定技能制度活用勉強会の
実施、成功事例の発信による
理解促進の推進。

引き続き、特定技能や宿泊施
設の魅力を発信する必要があ
る。



全体総括

結論
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本事業は、宿泊業界における特定技能外国人材の雇用促進を目的とし、国内外におけるPR・
マッチングイベントの開催、企業と求職者のマッチング機会の創出、特定技能制度に関する情
報提供を実施した。

特に、対面およびオンラインでのセミナーやマッチングイベントを通じ、宿泊施設と外国人求
職者が直接対話する機会を提供したことは、本事業の大きな成果といえる。

アンケート結果からも、イベントの満足度は高く、求職者・企業双方にとって有意義な機会と
なったことが確認された。

具体的な成果としては、イベント参加者の多くが宿泊業界への就職意欲を高め、実際に応募を
検討する動きが見られた点が挙げられる。

企業側も、特定技能外国人材の採用に前向きな姿勢を示し、マッチングを通じて内定に至る
ケースも確認された。

また、アンケートを通じて、外国人求職者が宿泊業界で働く際に感じる不安や期待を明らかに
し、今後の施策の方向性を示す重要なデータを得ることができた。

一方で、本事業を通じていくつかの課題も浮き彫りとなった。

第1に、言語の壁の問題である。外国人求職者にとって、企業の説明が難しく感じられる場面が
あり、日本語レベルの向上支援だけでなく、企業側の外国人労働者に対する理解も必要である。

第2に、求人情報の不足と求職者への周知の課題が挙げられる。

求人情報が十分に届かず、求職者が適切な職場を見つけにくい状況があることが分かった。

第3に、企業と求職者の接点の少なさも課題であり、マッチングの場をさらに増やす必要がある。

今後の展望として、本事業で得られた成果を活かし、さらなる改善を図ることが重要である。

具体的には、①外国人求職者に対する日本語教育の充実と企業側の外国人雇用に対する理解促
進、②求人情報の一層の拡充と可視化、③オンライン・対面のマッチング機会をより頻繁に設
けることが求められる。

また、特定技能制度の理解促進や宿泊業界の魅力発信を強化し、外国人材がよりスムーズに就
職できる環境を整備していく必要がある。

本事業は、宿泊業界における外国人雇用促進の第一歩として大きな成果を上げたが、さらなる
発展に向けた取り組みが不可欠である。

今後も継続的な施策の実施を通じて、宿泊業界と外国人求職者の橋渡しを強化し、持続可能な
雇用促進の枠組みを構築していくことが求められる。


